
　みなさんが，もし一
ひと

人
り

で家
いえ

にいるとき，地
じ

しんがおき
たらどうしますか。みやびさんがとった行

こう

動
どう

を読
よ

んで考
かんが

えてみましょう。

にひなんしよう。」
と，家

か

族
ぞく

で話
はな

し合
あ

っていたことを
思
おも

い出
だ

しました。地
ち

いきのくんれ
んで，近

きん

所
じょ

の人
ひと

といっしょにひな
んしたことも思

おも

い出
だ

しました。
　いつもげんかんにおいてある，
かい中

ちゅう

電
でん

とうをもち，ぼうしをかぶり，自
じ

分
ぶん

のぼうさい
リュックをせおって，ドアをあけました。道

みち

やたてものの
様
よう

子
す

に気
き

をつけながら外
そと

に出
で

て，歩
ある

きはじめました。
「みやびくん，ぶじだったんだ。おじさんといっしょに 小

しょう

学
がっ

校
こう

にひなんしよう。」
と，となりのおじさんが話

はな

しかけてくれました。
　近

きん

所
じょ

の人
ひと

たちも，お年
とし

よりや一
ひとり

人ぐらしの人
ひと

を世
せ

話
わ

しな
がら，小

しょう

学
がっ

校
こう

にむかっていました。あたりはすっかりく
らくなって，遠

とお

くからひなんをよびかけるサイレンの音
おと

が
ひびいていました。
　学

がっ

校
こう

の体
たい

育
いく

館
かん

につくと，先
さき

に
ひなんしていた友

とも

だちに会
あ

えて
ほっとしました。やがて，お母

かあ

さんがむかえにきました。

　今
きょう

日は，るす番
ばん

。外
そと

はもうくらくなってき
たのに，お母

かあ

さんはまだ帰
かえ

ってきません。
　そのときです。きゅうに目

め

の前
まえ

のテーブ
ルが，ぐらぐらしはじめました。
　みやびは，いそいでテーブルの下

した

に入
はい

って，テーブルの
足
あし

につかまりました。大
おお

きなゆれは，なかなかおさまりま
せん。食

しょっ

器
き

がわれる音
おと

がして，家
いえ

の電
でん

気
き

が全
ぜん

部
ぶ

きえてし
まいました。
　やがて，ゆれがおさまると，
みやびはとてもふあんになり
ました。ゆかの上

うえ

にものがお
ちていますが，くらくてよく
分

わ

かりません。自
じ

分
ぶん

の体
からだ

を
見

み

ると，どこもけがをしては
いないのでほっとしました。
（どうしたらいいだろう・・・。あっ，そうだ！）
　みやびは，お母

かあ

さんがいつも台
だい

所
どころ

で聞
き

いていたラジオ
をさがして，スイッチを入

い

れました。すごく大
おお

きな地
じ

しん
で，ラジオでは，「よしんに気

き

をつけること」と「つなみ
が来

く

るかもしれないので，海
うみ

や川
かわ

のそばに近
ちか

づかないこと」
をよびかけていました。
「地

じ

しんが来
き

たら，一
ひとり

人でも気
き

をつけて高
たか

台
だい

にある小
しょう

学
がっ

校
こう

みやびさんはぶじにひなんできました。
みやびさんのしたことで，よかったことは
どんなことでしょうか？

3736

第4章

4 自
じ

分
ぶん

できめる 学級活動

第

４
章

４
自じ

分ぶ
ん

で
き
め
る


